
年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操作や記録などの技術を身につける。

（５組：吉岡　） （６組：黒木 ）

身の回りの物質や化学変化に興味を持って主体
的に関わり、それらの現象に対して化学的な立
場から見通しをもったり解明方法を自ら考える
など科学的に探究している。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

（１組：黒木　） （２組：吉岡　） （３組：吉岡　） （４組：吉岡　）

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

物質の構成や反応についての概念や原理・法則
などを理解しているとともに、物質が示す諸性
質を探求するために必要な観察、実験などに関
する基本操作や記録などの技術を身につけてい
る。

物質の示す事物・現象から問題を見出し、原子
などの物質を構成する粒子についての基礎知識
を基に、見通しをもって観察、実験などを行
い、得られた結果を分析して解釈し、レポート
としてまとめられるなど科学的に探究してい
る。

化基704 「化学基礎」 実教出版

理科

自然の事物・現象から問題を見出し、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈
し、表現するなど科学的に探究できる。

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究する。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

6

配当
時数

１
学
期

１節 物質の探究
【知識及び技能】
　身の回りの物質を純物質と混合物に
分類できることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
物質が数種類に分類できることを実験
的・論理的に考え、表現することがで
きるようにさせる。物質の状態変化に
ついて粒子の運動をもとに考えられる
ようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
物質の構造や性質に関心を持ち、意欲
的に探究する態度を養う。
三態変化と、粒子の熱運動と温度との
関係に関心を持ち、それらを意欲的に
探究しようとする姿勢を養う。

・指導事項
　１.物質の分類と性質
　２.物質と元素
　３.物質の三態と熱運動
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。端末
や書籍を用いて必要な情報を取得できる。
【思考・判断・表現】
得られた情報を基に物質について考察することが
できる。
三態変化について分子運動の観点から推測するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究しよ
うとする。
授業中にも積極的に発言をし、理解を深めようと
している。

○ ○ ○ 5

２節 物質の構成粒子
【知識及び技能】
物質が原子から成り立っていることを理
解させる。
原子は原子核と電子からなっていて価電
子が物質の性質を決めていることを理解
させる。同位体についての正しい知識を
身につけさせる。元素の性質が電子配置
と関係しており、現在の周期表がつくら
れていることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
原子構造の簡単なモデルを描く技能を習
得し、的確に表現させる。
イオンの生成を電子配置と関連付けて考
えることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
元素の性質に興味をもち、元素の性質が
周期的に変わることを探究しようとする
態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

１節 イオン結合
【知識及び技能】
イオン結合がイオン間の静電気的な引力
による結合であることを理解すさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
イオン結合でできた物質に共通する性質
について推論することができるようにさ
せる。水溶液中や融解した状態のイオン
の挙動をイメージし、表現することがで
きるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
イオン結合でできた物質の性質について
探究しようとする態度を養う。

○

・指導事項
　１.共有結合と分子間力
　２.共有結合から成る物質
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。
端末や書籍を用いて必要な情報を取得できる。
【思考・判断・表現】
得られた情報を基に物質について考察することが
できる。身のまわりの物質について共有結合から
できている物質を判断でき、その性質について考
察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究しよ
うとする。授業中にも積極的に発言をし、理解を
深めようとしている。

○ ○ ○

○ 〇

8

定期考査Ⅰ 考査・提出物 ○

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。
端末や書籍を用いて必要な情報を取得できる。
【思考・判断・表現】
電子配置から原子の性質を予測することができ
る。
周期表の意味を正しく理解し、活用することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究しよ
うとする。
授業中にも積極的に発言をし、理解を深めようと
している。

２節 共有結合と分子間力
【知識及び技能】
共有結合を電子配置と関連づけて理解さ
せる。配位結合について理解させる。
分子の電子式・構造式を書けるように指
導する。電気陰性度，分子に働く力を理
解させ、分子結晶や高分子化合物につい
て理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
電気陰性度と分子の形と合わせて極性に
ついて考えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
分子から成る物質や、共有結合の結晶の
性質について探究しようとする。態度を
養う。

・指導事項
　１.イオン結合
　２.イオン結晶
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。
端末や書籍を用いて必要な情報を取得できる。
【思考・判断・表現】
得られた情報を基に物質について考察することが
できる。身の回りの物質についてイオン結晶を判
断でき、その性質を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究しよ
うとする。授業中にも積極的に発言をし、理解を
深めようとしている。

○ ○

・指導事項
　１.原子の構造
　２.イオンの生成
　３.周期表
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等



〇 12

定期考査Ⅳ 考査・提出物

〇 〇 〇 1

○ 1

３節 酸化還元反応
【知識及び技能】
酸化・還元の定義を理解させ、酸化と還
元が同時に起こることを理解させる。
酸化数を理解させ，酸化剤・還元剤や酸
化反応・還元反応で起こるイオン反応式
を書けるように指導する。酸化還元反応
の量的関係を理解させる。金属のイオン
化傾向を酸化還元反応と関連つけて理解

・指導事項
　１.酸化と還元
　２.酸化剤と還元剤
　３.酸化還元反応の起こりやすさ
　４.身のまわりの酸化還元反応
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。
端末や書籍を用いて必要な情報を取得でき
る。
【思考・判断・表現】
得られた情報をもとに酸化還元について考察
することができる。身の回りの化学変化につ
いて、酸化還元反応を見抜くことができ、そ

２
学
期

１節 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
原子量・分子量・式量と物質量の関係を
論理的・分析的・包括的に理解させる。
物質量を用いた基本的な計算問題やモル
濃度の基本的な計算問題ができるように
指導する。溶液調整に必要な実験器具を
適切に取り扱い、目的とする濃度の水溶
液を調整する技術を習得させる。
基本的な化学反応式を書く技能を習得さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
質量パーセント濃度とモル濃度の違いを
表現することができるようにさせる。
化学式、化学反応式を書く技能を習得
し、的確に表現しることができるように
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
溶液の濃度の表し方について探究しよう
とする態度を養う。
いろいろな物質の化学変化に注目し、化
学変化の量的関係を物質量を関連づけて
考察しようとするとともに、意欲的にそ
れらを探究しようとする態度を養う。

・指導事項
　１.原子量と分子量・式量
　２.物質量
　３.溶液の濃度
　４.化学反応式
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している
端末や書籍を用いて必要な情報を取得でき
る。
【思考・判断・表現】
得られた情報を基に化学変化について考察す
ることができる。身の回りの化学変化につい
て生成物を予測することができ、その量的関
係も判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究
しようとする。授業中にも積極的に発言を
し、理解を深めようとしている。

〇 〇

定期考査Ⅱ 考査・提出物
○ ○

３節 金属と金属結合
【知識及び技能】
金属結合は自由電子が介在した結合であ
り、電気伝導性や展性、延性などの金属
の性質と関連づけて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自由電子と金属の性質を結びつけて考え
ることができるようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
金属元素どうしがどのように結びついて
いるのかについて探究しようとする態度
を養う。

・指導事項
　１.金属結合と金属
　２.身のまわりの金属
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。
端末や書籍を用いて必要な情報を取得できる。
【思考・判断・表現】
得られた情報を基に物質について考察することが
できる。身の回りの物質について金属であること
を判断でき、その性質を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究しよ
うとする。授業中にも積極的に発言をし、理解を
深めようとしている。

〇 〇 〇 2

４節 化学結合と結晶
【知識及び技能】
１～３節で学習した化学結合の種類を
系統だてて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
１～３節で学習した化学結合につい
て、特徴を比較しながら表現すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な物質を化学結合の種類と結び付
けて考えることができる。

・指導事項
　１.結晶の分類
　２.化学結合と身のまわりの物質
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。
端末や書籍を用いて必要な情報を取得できる。
【思考・判断・表現】
得られた情報を基に物質について考察することができ
る。
身の回りの物質を化学結合の観点から分類することが
でき、その性質を予想することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究しようと
する。
授業中にも積極的に発言をし、理解を深めようとして
いる。

〇 〇 〇 2

1

〇 〇 〇 10

定期考査Ⅲ

２節 酸と塩基
【知識及び技能】
酸・塩基の定義を理解し、日常生活と関
連つけて反応を捉えさせる。酸・塩基の
価数・強弱の関係とｐＨの関係を理解す
させる。中和における量的関係や中和滴
定における正しい器具の扱い方を理解さ
せ、濃度不明の酸・塩基の濃度を中和滴
定によって求めることができるようにさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
酸・塩基の化学式や酸・塩基の反応を通
して、酸と塩基の共通性を見出し、酸・
塩基の定義を説明できるようにさせる。
酸・塩基の価数、強弱の関係を理解し、
電離度に関連つけて考察することができ
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
酸・塩基はどのような物質であるか探究
するとともに、酸性・塩基性の程度を表
す方法を探究しようとする態度を養う。

・指導事項
　１.酸と塩基
　２.水素イオン濃度とｐＨ
　３.中和反応と塩
　４.化学反応式
・教材
　教科書、問題集、図説、
　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

考査・提出物

知識・技能】
単元における基本的な知識を習得している。
端末や書籍を用いて必要な情報を取得でき
る。
【思考・判断・表現】
酸・塩基の性質、反応について考察すること
ができる。身の回りの酸・塩基について分類
することができ、その性質を予測することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究
しようとする。授業中にも積極的に発言を
し、理解を深めようとしている。

〇 〇 〇



〇 12

定期考査Ⅴ 考査・提出物

〇 〇 〇

1

合計

70

３
学
期

化傾向を酸化還元反応と関連つけて理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化数の定義を理解し、これらの定義を
適用できる反応を見出せるように指導す
る。金属のイオン化傾向を系統的に整理
し、起こる反応を予測できるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
酸化還元に興味を持ち、電子の授受とい
う観点から化学反応をとらえ、意欲的に
探究しようとする態度を養う。

　自校作成プリント
・一人１台端末の活用　等

いて、酸化還元反応を見抜くことができ、そ
の反応結果を予測することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単元の内容に対し、関心を持ち意欲的に探究
しようとする。授業中にも積極的に発言を
し、理解を深めようとしている。

〇 〇


